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特集｜大中口径管路の非開削修繕・更生技術〈耐震性，様々な形状に対応できるPFL工法　～そしてリサイクルへの取り組み～〉

はじめに1 .
　既存の下水道管の耐用年数は一般的に約50年とい
われているが，近年，生活環境の変化に伴い耐用年数
が短くなっている。また，都市部においては高度経済
成長時に数多く埋設され，耐用年数である50年を過
ぎた老朽管が未だ多く存在している。これらの埋設管
はいずれ経年劣化や近年多発している地震による道路
陥没など住民に対して安全を脅かすことが懸念され
る。これらの問題に対して，近年，下水道管更生工事
が多くの自治体で採用されている。しかしながら，地
下埋設物においては，色々な形状や施工条件など通常
の施工では不可能である現場も存在しているのが現状
である。
　我々，ポリエチレンライニング工法協会（以下，当
工法協会）としては，自治体が抱える問題に対して工
夫や開発を進め，これらの問題を解決し，地域社会に
貢献してきた。
　本稿で紹介するPFL工法（以下，本工法）は専用
の大型機械を使用することなく施工でき，更生材料を
任意形状に加工することで，管きょ途中での断面変化
にも対応でき，1スパン及び部分更生も可能とした大
口径管更生工法である。
　本工法は平成18年度建設技術審査証明を取得し，
令和元年度建設技術審査証明［基準達成型’19］を取
得している。また，この本工法の表面部材には伸び特
性に優れた高密度ポリエチレンが使用されているた
め，地震動による既設管の挙動に対しての追従性を有
することで耐震性に有効である。

　さらに，日本全国で問題になっている現場発生ゴミ
についても，当工法協会ではリサイクルに取り組んで
いる。
　現場で発生した端材のポリエチレンを再び現場で使
用できる材料に再加工を行い，ゴミの少量化そして管
更生工事内でのリサイクルに取り組んでいる。
　以下に，本工法の概要と特徴，施工例，各種性能試
験，そしてリサイクルの取り組みについて述べる。

PFL工法の概要2 .
2−1　概要
　本工法は，既設管きょ内面に高張力炭素繊維グリッ
ド（以下，KBM）を取付け，その後，表面部材であ
る高密度ポリエチレンパネル（以下，PLパネル）を
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